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ＡＩ分野で実証実験できるフィールドへ「ひろしまＡＩサンドボックス」
ひろしまＡＩサンドボックス
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支援内容とスケジュール
ひろしまＡＩサンドボックス

R７
12月

R８
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

R９
１月 ２月

実証
課題

アイデア募集
審査 ● ●

採択者決定 成果発表会

支援内容
県内企業・自治体と県内外AI開発者の
マッチング
開発・実証費用補助
（補助率1/2、上限1億円）
県オウンドメディアによる情報発信

支援対象
以下のいずれかに該当する、AIを活用した
ソリューションの開発・実証

県内企業・自治体が提示する、
地域・産業課題の解決に資するもの
AI開発者が提案する新規性・創造性のある
ソリューションで、県内企業等と協業して取り
組むもの

マッチング
補助金
申請

※予定スケジュールのため、若干変更となる可能性があります。
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補助金の概要
ひろしまＡＩサンドボックス

補助金名称 ひろしまＡＩサンドボックス事業補助金

補助率・
補助限度額

１／２以内・１億円以内

対象経費
ソリューション開発・実証に係る、原材料費、機器設備費、消耗品費、外注
費、旅費、専門家謝金、人件費、その他特に必要と認められる経費

詳しくは下記リンク先をご参照ください。
【ひろしまＡＩサンドボックス事業補助金交付要綱等について】
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/259/aisandboxyoukou.html

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/259/aisandboxyoukou.html
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補助金Q&A
ひろしまＡＩサンドボックス

質問 答

最高得点者は無条件で
補助金を使えますか？

開発・実証を協業で進めるスポーツチームとの合意形成が必要で
す。また、審査は免除されますが、補助金申請期間内に所定の様
式での申請が必要となります。

最高得点者は補助金を
使わなければいけませ
んか？

補助金を活用するかどうかは任意ですので、必ず使わなければい
けないものではありません。

1/2補助の残りの1/2は
誰が負担するのです
か？

補助事業において開発したものの権利は開発者に帰属し、さらなる
ビジネス展開にも活用できることから、原則開発者（最高得点者）
が負担するものと想定していますが、誰が負担するかは県が指定
するものではないのでスポーツチームと協議の上決めてください。

ひろしまAIサンドボックスWebサイトのFAQもご参照ください。
https://hiroshima-ai-sandbox.jp/

https://hiroshima-ai-sandbox.jp/


5Copyright © 2021 Hiroshima Prefecture. All rights reserved.

ＡＩサンドボックス部門 最高得点者の取り扱い

首都圏を中心とした
AI開発者①課題等をエントリー

県内スポーツチーム

⑥ソリューション開発
⑥開発のためのデータ
提供・実証への協力

②解決アイデアを提案

AIソリューション

ひろしまサンドボックス

課題リストを提示

③マッチング
・開発・実証計画の策定
　└ 内容、スケジュール、お互いの役割、
　　　予算規模等の合意形成

広島県

⑦経費支援
（補助率1/2）

★開発者向け
 課題リストを作成

（現状）
・地方には目が向いて
 いない
・営業をしても、内製
 化したい企業が多く
 マッチングが難しい
・企業のコアデータが
 入手できない

（メリット）
・課題リストを見て、
 自社の技術を生かす
 提案ができる

（現状）
・課題はあるが、AIでどう
 解決できるかわからない
・AIで何か取り組みたいが、
 相手が見つからない

（メリット）
・課題解決や新ビジネス
 に向けたAI導入検証を 
 （費用負担なしで）
 行うことができる ひろしまサンドボックス ④補助金申請

⑤審査・採択

※本来のステップのうち、　　　　　部分をスキップして⑤の審査を合格とみなすものです。
　補助金を活用するためには、提案者-スポーツチーム間で実証計画の合意形成（③）、
　所定様式による申請（④）が必要となります。


